
































て，2030 年には，全世界で 800 万人以上となり，
















　2010 年 2 月には，日本も批准している「た
ばこの規制に関する世界保健機関枠組条約（た












「 禁 煙 の 日 」 に 想 う
理事長　田 口 鐵 男*




































































































































































































　禁煙補助薬を使うと，禁煙成功率が約 2 － 3
倍高まるだけでなく，離脱症状を抑えながら比
較的楽に禁煙できるといわれている。
　
終わりに
　先般，大阪府立成人病センターの中村正和先
生に禁煙治療に対する保険適用と今後の課題に
ついて伺った。ニコチン依存症の治療対象とな
る疾患としての位置づけと，ニコチン依存症管
理料の新設によって，健康保険を使って外来で
の禁煙治療が可能となったことは，喫煙者にと
ては福音である。しかし，先生は最後に，治療
も必要であるが，予防はもっと大切であって，
教育と併せてたばこを吸いにくい環境を整える
ことが重要であると強調された。たばこが安く，
自動販売機でどこでも買えるというのは，未成
年者の喫煙を促進するような環境である。海外
先進国では，まったく逆の環境を創り出してい
るにもかかわらず，わが国では，未だ甚だしく
対応が遅れている。1 日も速やかにたばこを吸
いにくいような環境創りをする必要があるだろ
う。また，小中学生の学校をベースとした生活
習慣病予防対策のキャンペーンを始めるべきだ
ろう。
